


























































































































































































研究した歴史学者は、1958 年から 65 年
まで文学部の専任教員であった大久保
利兼氏であったという。百学連関表目
には、第一編・普遍学の第一「歴史論」
に始まり、第二編・殊別学の第四に理
工学な諸学を配置する学問の体系が示
されている。百学連環の表を参考にし
ながら、本学の全カリ科目のみならず、
学部教育科目のすべてを、関連づけな
がら体系的な見取り図を作成すること
も、必要な作業だと言えよう。
　本来、新入生に対するガイダンスは、
こうした知の世界の全体像を示すべき
場なのであるが、現状は、履修に必要
な手続きの説明に大半の時間を費やさ
ざるを得ない。総合科目を検討する場
において、新入生に「百学連環」的な
ものを説明するガイダンスを実施して
みては、と提案したのではあるが、他
のメンバーからは「学生はどうせ聴い
てはいないでしょう」という、いまの
学内をみれば当然の意見が出て、話題
にも取り上げられなかった。私が対談
の後半で、「立花さんが全カリ部長に
なったら」という、とってつけたよう
な質問をしているのも、実は藁にもす
がりたい（といっては立花氏に失礼だ
が）気持ちからの発言であったのであ
る。立花氏は著書のなかで、「もし私が
教養学部長なら、大学新入生全員を集
めて、入学後の最初の一ヶ月間に……
集中講義を行い、その間に、『同時代の
知の基本的枠組』の全体像の概略を与
えてしまいたいと考えるでしょう」と
述べている。この発想で本学に可能な
処方箋はないものか、というのが質問
の意図であった。しかし、立花氏の返
答は、要は「自分で考えなさい」とい
うことであったのか、といま受け止め
ている。
立教型教養教育
　この間、この対談をはさんで、全カ
リのグランド・デザインを構想する作
業の渦の中に巻き込まれ、教養教育・
リベラルアーツ・学士課程教育・初年
次教育などと、さまざまな事柄を学ん
できた。リベラルアーツと教養教育と
は、イコールではないこと、専門教育
と教養教育とが対になる概念ではない
ということ、また、リベラルアーツが
対置されるものは職業教育であること、
といった基礎の基礎から学んでいる段
階であった。また、たまたま国際基督
教大学に非常勤講師で出かけることが
あり、その少人数教育を軸にするリベ
ラルアーツは、本学においては実施不
可能であることも痛感した。なかばマ
26
ンモス大学化し、学部が 10 も併存する
大学で、どのような教養教育が可能な
のだろうか。それやこれやと悩んでい
た時期であっただけに、この対談の最
後の私の発言が、自然に飛び出たので
ある。
うえだ　まこと（本学文学部教授
全学共通カリキュラム運営センター
総合教育科目担当部会長）
